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螢 光 放 電 管 の 探 針 特 性(続報)
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The Probe Measurement of the Fluorescent Lamp(Continued)

ByJunnosuke Nakamura

CentralLaboratory,Hitachi,Ltd･

Abstract

In the previousissue,the writer reported on the characteristics of the

dischargespaceinafluorescentlamp whichis operated on D･C･The charac-

teristics of the A.C.dischargeis discussedin this article･

In the capacity ofanOrlginator of the D.C.constantvoltagemethodfor

measurlngA.C.characteristics,the writerintroducesitinthefirstplace･

The measurement the writer carried out with a 20W fluorescentlamp,

undertheconditionsofthedischargecurrentO.36A and the ambient temperature

17～18OC,has yielded the followlng reSults:

(In the positive column)

(1)The density of electrons orionsvariesperiodica11ywiththeperiodof

halfcycleandits time variationissimilar to thatof thedischargecur-

rent.Both randomion current and electron current varyin the same

Way.

(2)Theelectrontemperaturesare,however,keptalmostconstantthrough-

Out the period.

(3)Maximum values of theabov-ementionedquantitiesarenearlyequalto

those of theD.C.discharge,their roughvalues
being as follows:the

electronden占itylOll/Cm3,therandomioncurrentdensityafewhundred

pA/cm2,the random electron densityl.5A/cm2and the electron tem-

peratureislO5CK.

(In the neibourhood of the electrode)

(4)Eachquantity corresponding to theabove turns outlarger thanin the

case of the positive column,althoughit varieslike(1)and(2)･

(5)Near the anode,pulses appearin theprobe current,anditshows that

the periodicionization occurs there.

(As the specialphenomenon)

(6)Itisobservedthatthepulsedelectroncurrentflowsintotheearthedhigher

potentialprobe.Fromthis,itisconsideredthatinthepositivecolumn,
thereisanelectron wave-mOtion which originatesintheperiodicioniza-
ion near the anode and propagates to the cathode.

〔Ⅰ〕緒 盲

複探針測定法によって蛍光放電管を直流点灯した場合

の放電空間の放電諸量を ベた結果については前報にて

報告した(1)｡放電管を交流点灯した場合の様相は直流点

灯のそれとほ趣を異にすることは当然であり,かつ螢光

*
日立製作所中央研究所

放電管は普通交流にて使用される故,前報に引続き交流

点灯時の荷電粒子の諸特性を測定することとした｡

榎探針法ほその探針電位を主放電の電極電位の基準と

して決定するのでほないから交流放電に適用することの

可能であることほ 知のとおりであるが(2)(3),交流放電

についての具体的測定方法ならびに結果の発 は未だな

いようである｡筆者は探針電圧を一定にしたまま渕完す
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る完電圧法を考案し,それによって測定したので,本論

文においてはまず本法を紹介し,つぎに測定結果から荷

電粒子の諸量を求め,電極からの距離や位相角との関係

をあきらかにし,最後に測定中観察された異常現象につ

いて考察した結果を報告する｡

〔ⅠⅠ〕測 定 方 法

測定の原理は第】図のごとく複探針に一定の蓄電池電

圧を加えておき,放電々流の変化に伴う探針回路電流の

変化を探針回路に直列に接続した抵抗点の電圧変化と

してオシログラフで測定し,種々の蓄電池電圧に対して

各位相の探針回路電流を求めて複探針の

求めた｡

圧電流特性を

圧電流特性が求まれば荷電粒子の諸特性は前

報直流点灯の場合と全く同様にして求めることができ

る(1)｡

実測オシログラムの典型的一例を示すと第2図のごと

くである｡これは主放電1サイクルの期間に相当する探

第1国 交 流 探 針 特 性 測 定 回 路

Fig.1.Circuit of DoubleProbeMeasure-

ment for A.C.Discharge
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第2図 探 針 回 路 電 流

Fig.2.Current of Floating Double

Probe Circuit

第37巻 第7号

針回路電流を示したものである｡丘■βは蓄電池電旺であ

って,実 に探針問に加わっている電圧はこの値から抵

抗属における電圧降下尺ブ｡を差引いたものでⅤ｡で与

えられる｡このようにして蓄電池電圧を逐次変化して行

き,えられた1連のオシログラムから各位井目角に対する

電圧電流特性を求めることが叶能である｡木研究におい

ては探針電流才dは100/上A前後であり,丘として数kn

を選んだからRにおける電圧降下は1V程度となった｡

したがって探針電圧を求めるに当り,この電圧の補正は

かならず施さなければならない｡

上述のごとく測定回路はきわめて簡里であり,第2図
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のごときオシログラムを放電々流に対して10枚程度撮

影すれば事足りるので,操作も非常に簡単で,特定の位

相角に反覆パルスを印加するノミルス法に較べて,きわめ

て容易に測定を逐行することができる｡

〔ⅠⅠⅠ〕供託 放 電 管

供試した2木の蛍光放電管は20W,外径38mm,ア

ルゴンの封入圧力3.5mmHgで,複探針C,β,g,ダ,

Gを第3図に示す位置に挿入した｡探針の寸法は第4図

および第5図のとおりで,その材料にはニッケルを用い

た｡

〔ⅠⅤ〕探針回路電流の波形

(り 探針CおよびDの場合

探針Cは第3図に示すように近接電極から105mn,

β月=0V

ββ=4V

Eβ=SV

旦β=1V

Eβ=5V

遠

1061

電極から410mm距った陽光桂の中に挿入されてい

る∴第d匪は蓄電池電圧Eβを次第に増加して行ったと

きの探針回路電流のオシログラムである｡この測定にお

いては蓄電池電圧を0Vから逐次1Vづつ増して11V

以上にまで変えたが,11V以上印加電圧を増加しても

もはや探針回路電流ほふえなかった｡図からわかるよう

電池電圧 Eβ>7V の飽和した状態では探針回路電

流の尖頭値は140/上Aに達し,また両半サイクルの探針

回路の電流は相等しい∴第7囲に放 々流波形のオシロ

グラムを載せたが,Eβ が大きい場合の探針回路電流波

形は放電々流波形とよく似ている｡この飽和した場合の

探針回路の電流は自由イオン電流を わし,かつイオン

温度は位相角に対してほゞ一定と考えられるから,自由

流は荷電粒子密度に比例することとなり,この

波形は荷電粒子密度の時間的変化を表わしていること

g占=2V

助=6V

E月=9V

第6図 探 針 C の 探 針 回 路 電

Fig.6. Current Characteristic of Probe C

第7図 放 電 々 流 波 形(0.36A)

Fig.7.Wave FormofDischargeCurrent

(0.36A)

E月=3V

旦β=7V

ββ=10V

涜(探針βも全く同じ)

(Itis same for Probe D)

耳β=11V

ともなろう｡一方既報の直流点灯の場合に述べたよう

こ(1),荷電粒子密度は放電々流に比例すると考えれば,

第`図の飽和した場合の探針回路電流と第7図の放電々

流との波形が相似となるのは領けることである｡

gβ=0のときほ探針 圧もまた となるから,複探針

の理論によって2箇の全く相等しい探針を同じ放電状態

の空間に挿入したときの探針回路の電流～d も零となる

べきである｡しかし,第`図においてはE月=0の場合,
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大体においてZd=0ではあるが,中央部および両端部に

周波数の高い振動が見られ,かつ左の半サイク′レには6

本のパルスが現われている｡さらに旦｡を増大した場合

にも同様の現象が見られるが,これらの異常現象につい

ては後毒において述べることにする｡

探針βも探針Cと同じく陽光柱に属するのでCの

場合と全く同様であることは当然である｡

(2)探針Eの場合

探針Eの挿入位置は電極から23mmのところである｡

肉眼では陽光柱端は陰極から25mmの距離にあるよう

に観察されるので,この電極が陰極位相たなった半サイ

クルでは探針ELまFaraday暗部と陽光柱との境界附近

に存在しているものと考えられる｡また陽柿位相の半サ

イクルではその位置は陽光柱内にある｡したがってこの

位置では各半サイクルごとに放電状態が激変し,探針電

涼も当然各半サイクルで異るものと期待される∴第8囲

は蓄電池電圧Eβ=0～11V でえられた探針電流波形で

あって,左の半サイクルは陽極位相,右の半サイクルは

陰極位相で,その飽和尖頑電流はそれぞれ130/`Aおよ

び10q〟Aになっている｡このように陰極位相で探針電

流が減少していることは探針EがFaraday暗部に位置

していることを示す一証拠であろう∴第8図のgβが小

さい範囲で探針電流に多くのパルスが重畳されている

昂β=0V

E月=4V

助=8V

Eム=1V

Eム=5V

ぞ8=9V

論 第37巻 第7号

が,これに関しては第〔ⅤⅠⅠ〕葦に詳説する｡

(3)探針Fの場合

探針ダは電極から10mmの距離にある｡この位置は

肉眼で観察したところではファラデ十活滞が終り,負グ

ローの領域こ若干入ったところである｡第?図ほ第占図

や第8図と同様の操作によってえられたもので,左の半

サイクルは近接電極が陰極となった半サイクル,右の半

サイクルは陽極として動作す.る半サイクルに相当する｡

左の半サイクルは負グローの領域における特性を表わす

から,荷電粒子の密度はかなり大きくなっていることが

予想され,探針電流の飽和尖頭値は320/｣Aにも達して

いることが固から求められる｡右の半サイクルではその

偵は170/上Aである｡

探針C,か,gの場含に見られたように波形にはパル

スが重畳されている｡しかしこれまでのものと相違する

ことはEβ>3V において右の半サイクルに鮮明な振動

が出現しているこ土である｡これはgβを大きくしても

消滅しないばかりでなく,むしろ増大する傾向にある｡

旦βが小さいときにほこれまでと同様のノくルスが見られ,

これほEβ増加とともに消滅する｡このようにgβが′ト

さいときに現われる いパルスとE月が大きくなると出

現する濃い振動とは振動数は同じであるにかゝわらず,

その性質は異るものと想像される｡この詳細に関しても

E烏=2V

鮎=6V

蝕=10V

第8図 探 針 g の 探 針 回 路 電 流

Fig.8. Current Characteristic of Probe E

且ム=3V

助=7V

助=11V
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Eβ=0V

E月=3V

旦β=7V

gβ=1V

耳8=4V

Eβ=8V

第9図

Fig.9.

E月=5V

第10L当

Fig.10.

ββ=2V

蝕=5V

助=9V

探 針 ダ の 探 針 回 路 電 流

Current Characteristic of Probe F

gβ=6V

gβ=10V

g月=10V

探 針 G の 探 針 回 路 電 流

Current Characteristic of Probe G

後葺こおいて一括言及する｡

(▲)探針Gの場合

探針Gはこれまでの探針士道い特殊な形状をし,特殊

な場何日二挿入されているが,簡単こいう土陰極フィラメ

ントの斜前5mmの場所負グロ←の1二F-1に挿入した探針で

ある(第3園)｡第10図はgβ=5,10,15V町場合の探針

電流の波形である｡図において左の半サイクルは近接電

極が陰極の場｢㌻で石の半サイクルは陽極になった位相に

相当する｡陰極位相の左の半サイクルでは探針電流にほ

振軌成分は全√こ認められないが,陽極位相の右の半サイ

クルでは探針電流には100/JA程度の正弦波状の電流に

800〟Aニも達するきわめて大き1.､パルスが重畳されて

いる｡また陰極位相の探針電流尖頭値は1mAにも達し,

かつEβを20Vに増してもその値は飽刺しないこ三等

助=15V

はこし~早計合こ見られた特異な現象である｡

〔Ⅴ〕探針電圧電流特性

前葺こ示した各探針について めた一連のオシログラ

ムから探針の電圧電流特性(Vd一言d曲線)を種々の位相

角こついて求めた結果を第11囲～第=囲に示した｡yd

昔第2囲において説明したように蓄電池電圧Eβから㌍

抗の電圧降下屈グdを差引いて求めた｡オシログラフによ

って めた探針電流(第`,8,9,10図)には直流分は

除去されるので,探針電流二直流分が含まれているもの

上する±これを加算Lなければならない｡しかし放電管

電圧計こよって直流分ほ無視しうるこ土を確認したの

で,二の補_す[を行う必要はなかった｡イ､1:柑角決定の基準

:土才d=0の位相こよって行った｡すなわちオシログラム
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左端の位相を0とし,1サイクルを360等分して位相角

を定めた｡

第l咽～第l咽において探針Cおよびβは2～3V,

Eは4V,ダ■ほ6Vというように探針が陽光柱から離

れ,陰極に近ずくにしたがって才｡の餅｢ける電圧が増

大する傾向が見られた｡殊に探針Gにおいては20Vに

達してもなお飽和せず,さらに探針電圧を増大すると探

針間に局部放電を惹起するに到った｡

なお探針電流波形に振軌の 畳されている場一合は振動

成分を除いた電流値を採って,電圧電流曲線を措いた｡

〔ⅤⅠ〕交流放電における荷電粒子の諸特性

前述のような探針の電圧電流特性が求まれば直流放電

こおける場合±全く同様にして荷電粒子の諸特性を求め

ることができる｡(1)(2)(3)

自由イオン電流密度,イオン密度あるいは電子密度,

電子温度,自由電子電流密度と位相角との関係をそれぞ

れ第1咽一幕】咽(64貢参照)に示した｡これらの数値を

求めるに際しては探針電圧電流特性は

あるものと仮定し,イオンシース面隠

_ ∵

J究針
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電 庄 けJ
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Fig.12.
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第13図 探針ダの電圧電流特性

Fig.13.Voltage-Current Charac･

teristic of Probe F

(ParameterisPhaseAngle)
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Various Space

祀 相 角(り

∴-

イ オン(電子)密度と位相角との関係

Plots ofIon(Electron)Density vs.

Phase Angle for Various Space

Position

の経験に徹して探針而 の1.3倍であるとした｡探針G

こついて電子湿度を求めなかったのは弟14図の電圧電流

第14図

探針Gの電圧電流特性

Fig.14.

Voltage-Current Charac-

teristic of Probe G

第17図

Fig.17.

化 個 角 (q)

電 子 温 度≡ と 位 相角 と の 関係

Plots of Electron Temperature vs.

Phase Angle for Various Space

Position

特性が異常であったからであるっ

以上の結果を要約してみる±つぎのようになる｡

電子およびイオンの密度,自由電子電流,自由イオン

電流などの時間的変化(位相鍬こ対する変化)は放電々

流の変化とよく似ており,各サイクルの点灯時に零で,

のち次第にその大きさを増し,ほゞ90qのところで最大

となり,それ以後は次第こ減少して1808で

1800から3600の問も

となる｡

様な変化をする｡これに反して

電子温度の時間的変化はこれらの変化とは趣を異にし,

多少山形をなすが,大体において時間的に平坦である｡

荷電粒子密度が最大となる1100と2900の位相角に対
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する諸量を電極からの距離に対して図示すると弟1?囲の

ようになる｡図からこれらの諸量は両電極近傍こおいて

伯が人きく,陽光柱において低く,その偵は第1衷にホ

すとおり,自由イオン電流密度は数百〃A/cm2,イオン

中電子の密度･こilOll/cm3,自由電子電流密阻ま1.5A/

Cm2,電子温度二王1万CKの大きさで,既発表の直流放

電の場一作の数値･こ近い析±なっている｡

〔ⅤⅠⅠ〕､結果に対する考察

(l)探針電流波形に含まれるパルス

各半サイク′しの巾央酢二現われるパルスこよ､=ノてく土こ

れまでの結果およびつぎこ述/くろり三騒からつぎの二三が

第20図

Fig.20.

第37巻 第7号

第6図に対応す る ア ーク 電圧

Arc Voltage CorrespondingtoFig.6

(a)

第21図

Fig.21.

ア
ーク 電圧 (b)探針電流波形

(ββ=0)

探針Eに対応するアーク 圧(1)

Arc Voltage and Probe Circuit Cur･

rent Corresponding to Probe E

(a)

第22図

Fig.22.

第23図

Fig.23.

第1表

Tablel.

ア
ーク 電圧 (b)探針電流波形

(E月=0)

探針Eに対応するアーク電圧(2)

Arc Voltage and Probe Circuit Cur-

rent Corresponding to Probe E(2)

第9国 に対応す る ア
←ク 電托

Arc Voltage CorrespondingtoFig.9

陽光柱に∴細ける荷電粒子の諸特性

CharacteristicsofChargedParticles

in Positive Column

稽自由イオン電流密度(mA/cm2)

イオン(電子)密度(1011′/cm9)

自由電子電流密度 (A/cm2)

電 子 温 度 (1040Ⅹ)

交流0.36Aの

場合(20DC)
直流0.3Aの場
合く1〕(270C)



蛍 光 故

摺針Ⅰ

第24国 策6因,第8図などを測

定した回路

Fig,24.Circuit Used for Fig.

6,Fig.8and etc.

第27国 探針ダの電流波形

(Eβ=9V)

Fig.27.Current Character-

istic of Probe F

Obtained by Circujt

ofFig.25(gβ=■9V)

電 管 の 探 針 年寺

標針Ⅱ

算25図 第26図, 第27図をえ

たときの測定回路

Fig.25.Circuit Used for

Fig.26and27

第28図 探針に電圧を印加しない

場合の回路(1)

Fig.28.Double Probe Circuit

withoutProbeVoltage

いえる｡

(i)第20図～第23図ほ第占図,第8図および第9

図iこ対応するアーク電圧波形であるが,これまでに測定

した探針電流波形は第24図の回路で測定したものであ

って,7←ク電圧波形七比較対照するこ上によって陽極

振動と数ならびに位相が完全に一致しており,陽極振

動(i)(5)と密接な関係がある｡

(ii)探針C,か,Eにおいてはパルス｢土居β=0のと

き歳人で,Eβを増すにしたがって,この突起の高さは

減少し,終に消滅する｡

(iii)探針Gの場斜ま旦β増加と上もこ増大し,終

に一定他に飽和する｡

(iv)探針すの)易｢Tは(ii)上(iii)上U.)小間で,EBが

小さいときに存在するパルスはgβ増加±上もに終こ消

滅するが,逆に(iii)の性質のパルスが出現する｡

(Ⅴ)探針C,Eの第`図および第8図の場合につい

ても第24囲CT)測㍍回路を第25図のょうこ蓄電池の極性

性(続報) 1067

第26図 探針Elの電流波形

(旦β=11V)

Fig.26.Current Character･

istic of Probe E

Obtainedby Circuit

ofFig.25(gβ=11V)

第29固 持針に電旺を印加しない

場合の回路(2)

Fig.29･Double Probe Circuit

without Probe Volt-

age(2)

､ミ‥l‥1-∴-1二
第30図 実 際 の 探 針 測 定 回 路

Fig.30.Detailof Circuit UsedforDouble

Probe Measurement

を変えて探針電位の高低を逆庖する王Eβた人きィこLて

もパルスほ第2`囲および第27図に示すょうこ二椚減せず,
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その大きさはEβの大きさに影響されない｡

(vi)第28図の回路でもオシロスコープニ:王第24図

において gβ=0 とした場合と全く同じノミルスが現われ

るが,第2,図のように接地点を変 する±パルスほ消滅

する｡

以上の複雑怪奇な現象を解明するためこまず複探針特

性について式を立てゝ考察すると,(詳細ほ紙血の都合上

省略)浮遊複探針回路においては空間のイオン電流密度

んが急激に変化すると探針回路電流才｢主賓化するが,電

子電流密度ブeのみの変化に対しては行÷変化の｣三じえ

ないこ上がわかる｡

したがってまた｣㌔が零から大きい値:二変化しても高

電位探針の電位ほ計簡の結果0.6Vしか変化しないこと

がわかるから,雷電位探針の電位甘甘二こ王ゞ一定である

ことがわかる｡木尖験においてほ像の歪を除イためブラ

ウン管オシロス=ヒ←1プを接地したために探針回路は第30

図のようになっている｡そのためブpの変化がZの変化

たとして現われるのは理想的探針回路の場合之同職であ

るが,来が変化した場合には木 ならばこの複探針系に

流入しえない電子電流も接地垣1路があるため,流入の可

能性が出てくる｡この場合｣㌔が小さい場合にほ両探針

への流入電流はそれぞれブgの変化二応じて変化するが,

Eβ が大きくなると低電位劇針こ流入する電子電流はイ

オン電流に比べて無視しうるから,流人電流は｣‰,ブβ

とは無関係になるが,これに反して高電位探針において

は,このブeの変化を大きく受けることこなる｡

陽極近傍でほ振動的こ電離が行われているが,電敵二

よって生じた思了･は一部l湯庫へ流入し,綾こ過剰のイオ

ンがタ る｡l牧にIi易極近傍にある探針Gの陽極位朴にこ主イ

オン電流の増加に基くパルスが現われる｡ニう考えると

探針Gの陽極位相吋に硯われる大きいパルスと(iii)㍑よ

く説明される｡イオンが残留すればそれが拡散:二よって

消滅すると同時にこの空間電荷を中和しようとして陽光

柱の方面から移動度の大き-ノ膚子がつぎっぎと流動して

来るであろう｡その結果探針C,玖E附近の電子密度し

たがってブgの減少が急激かつ振動的に起ると考えられ

る｡ブ¢の減少が起れば援地した探針回路であれば探針流

人電流が変化し,その結果抵抗を通る探針電流の変化･三

してオシロスコープに現われるから,探針電流波形こ規

われるパルスは陽極振動と数ならびにその発生 相上が

一致し,前述(i)の説明がつ/∴探針近傍の電子密度が

急激に減少すれば,その点のプラズマ電位ほ高くなり,

したがって探針とプラズマ間の 位差は大きくなるの

で,探針への流人電子電流は減少する｡しかし,この系

に流人するイオン電流にほ変化がないので,この導体系

には接地点から電子電流が流入することになる｡この電

流が第24囲また･:王事25図の抵抗疋を通り,パルスとし

てオシロスコープで観測される｡この電子電流の方向は

第24囲および第25図とも同じようにαからゐへと向

うので,電流としては∂からαへの力句となる｡探針

回路電流の方向はそれぞれ矢印で図示した通りである｡

故に高電位探針側を接地した第2咽の回路においてはパ

ルスの方向は探針回路電流の方向と一致するわけであ

り,またgβを増すにしたがい,探針ⅠⅠに流人する電子

電流の変化は減少して るので,接地たから流入する電

子電流ほ主として探針Ⅰに流入することとなり,耳βを

増すにしたがいパルスi･ま減少し,gβ=0のとき莱大とな

るわけである〔(ii)〕｡同様な理由から,低電位探針を接

地した第2咽の回路においてほパルスの方向ほ探針回路

電流のノJ向･と逆になり,Eβ を増大した場合の流入電子

電流の変化は高電位探針において行われるから,E月を

増しても第2`図や第27図のようにパルスほ消滅しない

[(Ⅴ)〕｡このようiニパルスは探針に流人する電子電流の

変化に基き,大地からこの系に流入する電子電流に起因

するものとすれば,gβ=0の場合両探針の接続分離に関

係なく同様のパルス波形が見られるわけである[(vi)〕｡

このようにして探針の葦!~招論を基にして前述の複雑な諸

現象を悉く説明することができたが,これを要するに蓄

電池電圧｣㌔の増大につれて増加する電極近傍のパルス

ご･ま放電空問l勺のイオン電流の変化に基くものであり,

ざβ を増大するにしたがいi 少してついに消滅する陽光

矧勺の探針電流に現われるパルスは,その近傍空間の電

子電流の変化に起囚して電子電流が大地から探針に流人

する結果佳じたものと思考される｡なおこのような空間

Ⅰ勺の電子電流やイオン電流のパルス的変化の起酢二間し

ては項を改めてつぎに述べる｡

(2)′くルス発生の起源

に述べたように陽挿近傍においてほ局湘〃､J,振動的

電離が行われ,それがアーク電任に電畳されてリプルと

なって現われる｡電離が行われゝば電子とイオンが発生

し,電子は電極および管壁へと流れ,あとにイオンが残

博するので,イオン電流に変化を たし,探針電流の急

激な変化をもたらすのは当然である｡またイオン消滅は

拡散によって指数函数的に減少するであろうから,この

パルス;.一丈急激に増大し,ゆるやかに減少する傾向をもっ

であろうことは容易に想像されることである｡第10図の

石の半サイクルに見られるパルス波形を見るとあきらか

:二この傾向を有しており,このパルスは上記の 離の結

果現われるものと考えられる｡つまり探針Gの探針相性

から逆に陽極近傍の振動的

になる｡

離の存在を再確認したこと

ある瞬時陽極近傍に過剰イオンが れば,これを中和
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するために陽光柱方面から 子の移動が起り,これが振

動的に移動するものと考えられるので,探針C,か,gな

どのぞβが小さい場合に現われたパルスの根源もまた陽

極近傍の電離に存するものと思われる｡

(3)探針Gの電圧電流特性

探針Gの電圧電流特性は第】4図に示したように他の探

針の場合と昇り,電圧を増しても探針電流が飽和しない｡

この現象の起る理由については詳細な実験を行っていな

いので明確な説明をつけることができないが,探針Gは

陰極にきわめて接近しており,かつ陰極近傍では放電路

が輝点に向って細くなっているので,半径方向の荷電粒

子分布の変化が大きく,そのため探針電圧を増すとイオ

ンシ←スが厚くなり,鞘の 面が放 中心へと延びる
上∩∴

r
卜

果,イオンシースに流入するイオン電流,電子電流がた

えず増加して飽和することがないのでほなかろうかと考

える｡

〔ⅤⅠⅠⅠ〕績 盲

蟹光放電管の交流点灯時の複探針特性を求める方法と

して定電圧印加 明し,本法によって20W蛍光放

電管を0.36A で点灯した場合の測定結果について述べ

た｡すなわち陽光柱においては

(i)荷電粒子密度は半周J朋を周期として変化し,そ

の波形は放電々流波形に近い｡また自由イオン電流密度

や自由電子電流密 も同様の様相を呈する｡

(ii)電子温度はこれらとは趣を異にし,時間に対し

て多少山形をなすが大体において平坦である｡

(iii)これらの値の代表的数値として荷電粒子密度の

最大となる1100と2900 との位相角における値をとる

と,自由イオン電流密度は数百〃A/Cm2,イオンや電子

の密度ほ1011/cm3,自由電子電流密度は1･5A/cm2,

子温度は1万OKの大きさで,既発表の直流放電の場

合の数値に近い値となっている｡

以上は陽光杜における場合であるが,電極近傍におい

ては

(iv)時間的変化ほ(i)(ii)と同様であるが,諸量の値

は陽光桂における値より大きい｡ことに陽極近傍におい

ては探針電流波形にパルスが重畳されており,こ｣では

電離が振動的に行われていることがあきらかにされた｡

その他特異な現象として

(Ⅴ)接地された高電位探針にも振動的に電子電流が

流入していることが観測されたが,これは陽極近傍の抹

動的電離に起因して電子の波動が陰極方向に伝播するた

めに起るものと想像された｡

終りに臨み種々御教示を賜った 大本多教授,終始御

指導御旗腰を賜った日立製作所中央研究所長菊田†専士を

始め浜田博士,神 く御礼申上げるとともiこ芙

験に協力された山根幹也君に深甚の 意を表わす｡
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特許第208008号

特 言午 の 紹 介

回 転 屠区 動

巻上桐レオナード制御の事故対策として非常制動を行

うには発電機の励磁度を逓滅するに電動機の減速にマッ

チさせる必要があり,このために界磁抵抗を順次切り出

す装置が用いられる｡しかしてこのような抵抗切り出し

装置としてはこれを電気的操作とすれば停電の場合が憂

慮される｡この発明は純機械的操作とするものでしかも

その駆動にあたっては動作終りの衝撃を皆無ならしめる

特長をもつものである｡

図において1は回転軸,2は任意の回転監で直動する

主重錘5はロープ3に吊られの他端は4において2に固

着される,6は補助重錘で2の半径方向に突き出した腕

7の先端に取りつく,8,9,10などは連動ギヤ一組で軸

11によって盤2に連結し10の軸12に界磁抵抗切り出

し腕を連 する｡一方怒2にはこれを常時一定の巻込位

置に保っための突湛Pがあり,このPがフックダに掛止

される｡フックダの尾端が叩き上げられるとどがはづれ

るので璧2は5の落下力によって回転し8,9,10などを

経て軸12に回転力を与える仕組みである｡したがって

2 と12 との中間伝動機構にあらかじめ適当の関係を与

えておくと所定の限時作動特性たとえば電動機の減速に

マッチするような特性をもたせうることは明らかであ

る｡しかるにこの発明の目的はこれで達成されたわけで

なく,かゝる作動特性の運動の終末を安静ならしめんと

する点にあることは冒頭したとおりである｡すなわちこ

の種の駆動装置で駆動力を重錘5から仰ぐだけだとする

とそれによる回転駆動力は第2国の(イ)のどとく,位置

にかゝわらず一定であるから移動衝程の終局においては

これを阻止するもの(ストッパまたはギヤ←組など)に

対して大なる衝撃を与えてそれを破損せしめる危険があ

る｡補助重錘6はこれを防ぐもので主菜錘5との共動に

よりつぎのどとき作問を行う｡

すなわち5が実線の位置から点線5′の位置まで至る

間6は時針方向に6′′を経て6′にまで行き過ぎることに

なる｡

この間における6の駆動回転力はといえば第2図(ロ)

菌碍のどとくで正弦波形にしたがうものとして表わさ

れ,6′′の位置を境としてそれまでは(イ)にプラスし,

それ以後は反対方向に作用して(イ)を減殺し結果におい

て綜合特性を点線(ノ､)曲線のどとくにする｡よって抵抗

泉 千吾郎■豊田l寝太郎･伊藤政一

安 全 装 置
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∩
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イ
＼

■
-
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第 2 図

切り出し動作の超勤に当っては強力な駆動力により滑り

出しを容易にするとゝもに,その停止に際する衝撃を仝

くまたはほとんど となすことができストッパの折損,

ギヤーの破損などをひきおこす憂は一宿される｡

(宮崎)

日




